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一
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叢
　
説
　
　
認
刺
㌶
に
あ
ら
は
れ
敦
ろ
ナ
ポ
ソ
オ
ソ

添

紋

課
刺
講
に
あ
ら
は
れ
流
る
ナ
ポ

レ
オ
ン

交
三
士
中
村
善
太
耶

　
精
細
な
記
事
や
、
巧
妙
な
論
文
よ
り
も
、
一
片
の
落
首

や
一
葉
の
諏
刺
需
に
、
物
の
眞
相
を
穿
ち
、
時
代
の
精
碑

を
さ
、
や
く
も
の
が
少
く
な
い
。
近
頃
の
洒
洋
の
難
誌
で

見
る
ザ
ッ
ト
し
花
説
刺
薔
で
も
、
面
白
い
ご
思
は
せ
る
も

の
は
幾
ら
も
あ
る
○
か
、
る
誠
剥
暦
を
み
る
に
つ
け
、
ま

た
ナ
ポ
レ
オ
ン
ご
カ
イ
ザ
ー
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
画
龍
ご
今
次

の
戦
孚
の
比
較
が
世
評
に
上
る
に
つ
れ
、
百
年
前
の
講
慰

書
を
今
の
こ
比
べ
て
み
る
事
は
、
大
層
面
白
い
事
で
あ
ら

う
ご
思
う
た
。
ナ
ポ
レ
オ
ン
に
害
す
る
も
の
は
．
ブ
智
ー

ド
ヲ
ー
（
切
縄
8
〔
碁
）
、
）
な
ご
の
書
物
が
あ
っ
て
、
大
驚
を
窺

　
　
　
　
　
　
　
　
餓
剛
二
　
鷲
跳
　
　
　
　
五
山
ハ
　
（
二
…
聞
六
）

　
ふ
事
が
一
一
る
が
、
近
頃
の
略
の
に
は
未
だ
こ
れ
こ
い
つ

て
有
名
な
書
に
接
し
な
い
私
に
は
悔
比
較
を
試
る
な
ざ
、

い
ふ
事
は
幽
來
な
い
が
、
概
し
て
今
の
も
の
に
は
、
昔
の

や
う
な
見
る
か
ら
に
惨
・
酷
な
も
の
が
な
い
代
り
に
、
精
巧

．
な
も
の
や
、
心
よ
り
敵
を
悪
み
、
愛
焔
心
を
鼓
舞
す
る
や

う
な
熱
狂
的
の
作
が
少
な
く
、
徒
ら
に
敵
の
短
研
を
潮
笑

す
る
遊
戯
的
の
二
分
の
書
の
方
が
多
い
や
う
に
思
は
れ
る

㊥
の
で
あ
る
。

　
，
ナ
ポ
ン
オ
ン
に
…
剛
す
る
認
刺
欝
は
、
大
英
博
物
館
や
、

ゼ
ブ
リ
オ
テ
’
ー
ク
。
ナ
シ
ヨ
ナ
ー
川
、
ム
ぜ
一
。
カ
〃
ナ
バ

レ
ー
、
べ
〃
ソ
の
圖
書
館
、
ド
イ
ツ
の
諸
圖
書
館
な
ご
に

多
く
．
所
業
せ
ら
れ
、
個
人
こ
し
て
は
、
．
4
，
ギ
リ
ス
の
プ
ロ

L
ド
リ
ー
、
ア
メ
ヲ
カ
の
ラ
ツ
タ
、
（
U
葺
第
）
オ
ラ
ン
ダ

の
フ
ァ
ン
ス
ト
川
ク
（
ノ
《
欝
⇔
ω
θ
○
＝
（
）
の
蒐
集
斯
藏
に
か
》

ひ
も
の
多
く
、
十
時
イ
ギ
リ
ス
で
出
版
せ
る
も
の
だ
け
で

も
、
ブ
ロ
ー
ド
ソ
ー
に
櫨
れ
ば
、
九
百
九
十
種
残
っ
て
み

る
。
ま
た
こ
れ
等
の
楓
刺
書
に
關
す
る
著
書
に
は
、
ア
ッ



　
　
　
　
　
　
　
卸

シ
ュ
ト
ン
　
，
》
い
一
嵩
O
P
　
や
、
グ
ラ
ン
カ
川
ト
レ
ー
O
δ
⇔
伽
－

∩
鍵
離
一
著
な
ご
の
物
が
あ
る
け
れ
ご
、
　
一
、
九
一
〇
年
に
出

た
ブ
ロ
ー
ド
ソ
ー
の
「
説
刺
書
に
現
れ
た
ナ
ポ
ン
オ
ン
」

（
宕
ぞ
○
冨
9
二
P
Ω
三
8
一
毫
O
）
　
最
も
す
ぐ
れ
、
二
憲
約
八

百
頁
寛
仁
二
百
三
十
蝕
、
詳
細
に
各
國
の
調
刺
書
を
説
翻

し
、
附
録
こ
し
て
書
家
、
畠
版
元
、
所
臓
煮
を
列
記
せ
る

毛
刺
書
の
表
を
添
へ
て
あ
る
か
ら
、
ボ
ー
ラ
ン
ド
。
ロ
ー
ズ

の
居
丈
ご
共
に
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
に
劃
す
る
列
國
の
七
情
、

列
國
の
武
力
關
係
の
胤
憂
遷
を
明
「
に
す
る
事
が
出
由
る
の
で

あ
る
○
以
下
は
圭
に
此
の
書
物
を
忌
み
行
く
う
ち
に
、
多

少
の
戚
想
を
加
へ
な
が
ら
心
畳
に
書
き
つ
け
泥
摘
要
に
過

ぎ
な
い
の
で
あ
る
。

　
元
來
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
計
量
書
の
登
逮
を
み
る
に
至
っ
た

の
は
丈
藝
復
興
二
二
の
事
で
、
あ
ら
ゆ
る
方
面
の
因
襲
．
束

縛
が
解
か
れ
て
か
ら
絡
書
は
非
常
の
螢
達
を
途
げ
、
こ
れ

に
つ
れ
て
講
落
書
も
十
六
世
紀
の
初
か
ら
傑
作
が
あ
ら
は

れ
、
ア
レ
ク
ず
ン
ド
ル
六
世
や
ル
ー
テ
ル
は
好
書
題
こ
し

第
　
巻
　
叢
説
　
謁
刺
鑑
に
あ
ら
は
れ
れ
る
ナ
瀞
レ
オ
ン

て
、
迎
へ
ら
れ
、
次
第
に
諸
國
の
調
刺
需
の
登
達
の
氣
蓮
を

作
っ
た
。
イ
ギ
ソ
ス
で
誠
剰
需
の
現
れ
る
や
う
に
な
っ
た

の
は
、
十
八
世
紀
に
ジ
ョ
ン
。
ブ
ル
が
イ
ギ
リ
ス
人
の
型
こ

な
っ
て
颯
右
書
の
上
に
現
れ
て
か
ら
で
、
そ
れ
が
ナ
ポ
レ

オ
ン
細
蟹
で
政
治
的
刺
戟
を
受
け
、
こ
、
に
立
涙
な
政
治

的
の
颯
墨
書
が
轟
て
來
た
の
で
あ
る
〇
十
八
世
紀
に
イ
ギ

　
　
　
　
ノ

ジ
ス
の
颯
早
書
の
墓
を
奮
い
た
の
は
ホ
ー
ガ
ー
ス
で
あ
っ

た
が
、
時
代
が
颯
剰
霧
に
適
し
な
い
爲
に
技
禰
を
示
す
事

が
出
來
な
か
っ
た
。
其
後
を
受
け
セ
ギ
川
レ
ー
（
Q
一
一
π
撰
）

や
ロ
ー
ラ
ソ
ー
3
萎
ン
（
閃
○
メ
．
貯
ρ
留
9
じ
な
ご
の
時
代
は
、

所
謂
ナ
ポ
レ
オ
ン
時
代
で
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
一
個
人
も
、
時

代
か
ら
み
て
も
、
颯
刺
書
の
登
達
に
は
絶
好
の
時
で
あ
っ

だ
。
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
イ
タ
リ
ャ
陣
の
後
、
イ
ギ
ワ
ス
侵
入

の
計
書
、
ス
ウ
ィ
ス
の
征
服
、
エ
ジ
プ
ト
征
伐
は
、
こ
れ

ま
で
フ
ラ
ン
ス
國
民
に
調
壊
し
た
ウ
ォ
ー
ヅ
ウ
ォ
1
ス
等

の
文
學
素
を
も
、
フ
ラ
ン
ス
を
自
由
の
敵
こ
し
」
愛
國
的

詩
人
ご
化
せ
し
め
、
愛
憎
的
玄
翁
ご
フ
ラ
ン
ス
に
寵
す
る

第
二
號

五
七
　
（
ご
四
七
）



艦

第
蝋
饗
　
　
叢
　
…
説
　
　
追
跡
．
刺
識
に
あ
ら
は
れ
む
ろ
ナ
ポ
レ
方
ン

敵
急
心
は
最
高
潮
に
淫
し
把
。
こ
の
ナ
ポ
レ
オ
ン
時
代
の

颯
刺
諜
　
に
は
、
ア
イ
ザ
ソ
ク
。
ク
ル
ン
ク
シ
ャ
ン
ク
（
翻
P
ρ
O

ρ
色
（
魯
9
巳
6
そ
の
子
ジ
ョ
ー
ジ
。
ク
ル
ッ
ク
シ
ャ
ン
ク

（
0
8
δ
o
O
）
ギ
ル
レ
ー
》
ウ
ッ
ド
ク
宵
ー
ド
づ
δ
○
貸
〆
，
帥
比

η
ー
ラ
ン
ド
ス
ソ
、
ア
ン
思
川
（
〉
髪
。
ε
な
ご
が
主
な
る

も
の
で
、
こ
れ
等
の
荒
々
の
颯
愚
書
は
ヨ
ー
ロ
ソ
バ
諸
國

に
ひ
ろ
ま
り
、
或
は
模
倣
せ
ら
れ
た
も
の
が
少
く
な
か
っ

た
○
ま
た
楓
刺
需
の
出
版
元
に
は
、
ア
ー
カ
ー
マ
ン
（
｝
？

ぎ
髭
〔
三
ε
、
フ
ゐ
ー
レ
ス
（
甥
。
「
琶
、
ハ
ン
フ
ソ
ー
、
（
藁
夏

鳶
起
筆
団
）
、
テ
ソ
グ
（
8
0
σ
q
σ
q
）
、
な
ざ
あ
っ
て
、
互
に
競
齢

し
て
楓
芳
書
を
嵩
製
し
、
縛
草
紙
．
屋
の
店
頭
は
非
常
な
混

雑
で
、
フ
ォ
ー
レ
ス
な
ご
は
入
蠣
料
を
こ
っ
て
展
魔
會
を

催
し
、
夕
方
の
會
合
に
は
書
の
貸
出
し
を
や
つ
セ
○
要
す
る

に
三
盆
書
は
二
時
の
無
情
よ
り
俄
に
画
展
し
た
の
で
、
國

民
の
愛
憎
的
熱
情
が
角
然
に
楓
刺
需
に
現
は
れ
、
叉
楓
刺

需
が
愛
國
熟
や
敵
憔
3
5
を
激
し
た
事
は
非
常
で
あ
っ
た
。

ナ
ポ
レ
オ
ン
が
始
め
て
イ
ギ
リ
ス
の
颯
七
里
に
現
れ
た
の

　
　
　
　
　
　
　
　
弟
二
號
　
　
　
五
八
　
（
二
四
帆
）

は
、
一
七
九
七
年
三
月
十
二
日
に
フ
す
ー
レ
ス
か
ら
出
版

し
た
ア
イ
ザ
ソ
ク
》
ク
ル
ッ
ク
シ
ャ
ン
ク
の
「
ガ
ナ
．
ハ
ル
ト
、

ロ
ー
マ
に
て
法
皇
に
謁
見
を
賜
ふ
し
の
需
で
、
ナ
ポ
ン
オ

ン
が
其
前
に
脆
く
法
王
の
三
重
冠
を
あ
ら
遷
し
く
塚
り

敷
曾
の
首
長
法
王
に
凌
辱
を
加
へ
て
居
る
。
こ
れ
は
法
王

が
填
太
利
軍
に
嵩
じ
て
再
び
フ
ラ
シ
ス
に
甥
訳
せ
ば
、
法

王
臆
を
躁
署
せ
ん
事
を
威
嚇
し
て
居
る
の
で
あ
る
○
そ
の

年
の
十
月
ナ
ポ
レ
オ
ン
は
イ
ギ
リ
ス
征
討
軍
の
司
聴
官
の

命
を
受
け
、
パ
リ
ー
に
謬
り
、
こ
れ
よ
リ
ナ
ポ
レ
オ
ン
は

一
躍
し
て
内
外
の
中
心
人
物
こ
な
b
、
識
刺
書
の
人
氣
役

者
、
・
」
な
っ
た
〇
一
七
九
八
年
の
初
に
イ
ギ
リ
ス
侵
入
が
愈

事
實
ご
思
は
れ
π
．
し
き
、
急
く
も
ギ
川
レ
ー
や
、
ア
イ
ザ

ッ
ク
。
ク
川
ッ
ク
シ
ャ
ン
ク
の
颯
愚
書
が
出
π
が
、
三
月
一

日
に
ハ
ン
フ
リ
ー
は
、
四
放
一
組
の
「
成
功
せ
る
侵
入
の

結
果
」
ご
題
す
る
ギ
ル
レ
．
一
の
エ
ソ
チ
ン
グ
を
出
し
だ
。

こ
れ
は
フ
ラ
ン
ス
軍
の
イ
ギ
リ
ス
征
服
後
の
有
様
を
假
回

し
た
も
の
で
、
そ
の
中
「
イ
ギ
ソ
ス
の
共
和
蕪
に
勢
働
を



●

　
　
　
ら

敷
ふ
」
こ
い
ふ
需
は
、
嘗
て
は
幸
編
な
り
し
イ
ギ
リ
ス
人
が

今
は
恐
ろ
し
げ
な
梱
、
・
」
誹
り
、
破
れ
衣
に
木
の
靴
を
っ
け
、

長
き
鞭
を
持
て
る
フ
ラ
ン
ス
人
に
盈
鳴
せ
ら
れ
て
百
姓
仕

事
を
し
て
居
る
書
で
あ
る
。
し
か
し
種
々
噸
に
上
っ
た
イ

ギ
リ
ス
侵
入
は
中
止
こ
な
り
、
五
月
に
は
ナ
ポ
レ
オ
ン
は

ヅ
ー
ロ
　
ン
よ
リ
エ
ジ
プ
ト
へ
山
出
　
か
け
る
事
こ
な
っ
た
。
八

月
十
三
日
未
だ
ネ
ル
ソ
ン
の
勝
報
に
接
せ
ざ
る
時
、
ア
イ

ザ
ソ
ク
ク
ル
ッ
ク
シ
ャ
ン
ク
の
「
魂
棚
」
は
フ
ォ
ー
ン
ス
よ

り
公
に
せ
ら
れ
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
は
エ
ジ
プ
ト
で
生
捕
ら
れ

た
怪
物
こ
し
て
観
せ
物
こ
な
っ
て
居
る
需
が
出
だ
○
ま
た

十
月
廿
日
に
は
ア
ン
セ
ル
の
「
エ
ジ
プ
ト
に
於
け
る
ガ
ナ

バ
ル
ト
」
が
フ
ォ
～
レ
ス
か
ら
三
把
〇
一
人
の
マ
メ
リ
ュ

ク
が
劔
を
以
て
ナ
ポ
レ
オ
ン
を
脅
か
し
、
ナ
ポ
シ
オ
V
ノ
は

哀
を
求
め
て
居
る
。
そ
の
右
側
に
は
フ
オ
ソ
ク
ス
、
セ
リ

ダ
ソ
が
脆
い
て
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
爲
に
命
乞
を
し
、
辮
疏

大
い
に
つ
こ
め
て
居
る
○
そ
の
背
後
に
は
ト
ル
コ
人
が
絞

索
を
持
っ
て
立
っ
て
居
る
。
こ
れ
は
ナ
ポ
レ
オ
ン
に
鋤
す

第
一
懸
　
　
叢
　
論
　
　
誕
刺
瀞
に
あ
ら
は
れ
れ
る
ナ
ポ
レ
オ
ン

る
颯
調
書
で
あ
る
ご
同
時
に
、
フ
オ
ソ
ク
ス
攻
撃
の
書
で
、

ビ
ッ
ト
鋼
フ
オ
ッ
ク
ス
の
軋
礫
を
し
の
ば
せ
る
も
の
で
あ

る
○
ま
陀
一
七
九
九
年
一
月
一
日
フ
．
汀
r
レ
ス
出
版
の
ア

イ
ザ
ソ
ク
。
ク
ル
ツ
ク
シ
ャ
ン
ク
の
「
ヂ
レ
ク
ト
ァ
ー
ル
の

前
に
立
て
る
ボ
ナ
バ
川
ト
の
幽
鑑
」
は
、
卓
を
園
め
る
五

人
の
デ
レ
ク
チ
ュ
ー
ル
し
ボ
ナ
パ
ル
ト
の
幽
霊
が
大
き
な

劔
を
つ
き
つ
け
、
こ
れ
が
イ
タ
リ
や
陣
の
軍
功
に
毒
す
る

報
酬
か
ご
怨
を
蓮
べ
て
居
る
。
か
、
る
間
に
一
七
九
九
年

十
一
月
に
ブ
川
ー
メ
ー
汐
の
ク
ー
デ
タ
ー
が
あ
っ
て
フ
ラ

ン
ス
は
コ
ン
ス
ル
政
治
こ
な
り
、
實
権
は
ナ
ポ
レ
オ
ン
の

手
に
蔵
し
、
．
再
び
イ
ギ
リ
ス
侵
入
の
風
説
が
高
く
な
つ
把

一
八
〇
一
年
一
月
一
日
に
プ
ッ
グ
は
「
口
。
σ
》
ω
富
℃
こ
毎
も
」

を
出
版
し
た
。
海
の
巾
に
コ
ル
シ
カ
、
フ
ラ
ン
ス
、
野
心

二
七
、
カ
レ
ー
、
1
3
ー
ヅ
ァ
ー
．
・
」
記
し
た
多
く
の
岩
が
な

ら
ん
で
み
る
。
ナ
ポ
レ
オ
ン
は
コ
川
シ
カ
の
岩
か
ら
フ
ラ

ン
ス
に
飛
び
、
野
心
の
岩
ご
灌
力
の
岩
ご
に
跨
う
」
カ
ン

ー
か
ら
ド
ー
ヅ
ァ
ー
に
渡
ら
う
こ
し
て
ジ
ョ
ン
・
ブ
ル
の

第
二
號

五
九
　
（
二
四
九
）



第
一
儲
　
　
堂
取
　
説
　
　
謁
刺
需
に
あ
ら
は
れ
れ
る
ナ
ボ
ソ
オ
ン

劔
に
刺
れ
る
こ
こ
ろ
を
書
い
て
あ
る
Q
』
同
年
三
月
十
四
日

」
に
ゼ
ッ
ト
は
僻
早
し
、
ア
ミ
ヤ
ン
の
條
二
成
う
、
ナ
ポ
レ

オ
ン
の
勢
は
旭
の
上
る
如
く
で
あ
る
。
そ
の
年
の
ナ
ポ
レ

オ
ン
三
十
三
回
の
誕
生
臼
は
國
民
的
竪
臼
の
観
を
呈
し
、

イ
ギ
ソ
ス
か
ら
も
多
く
の
名
士
が
招
か
れ
π
〇
十
一
月
五

臼
に
フ
牙
ー
レ
ス
は
ア
ン
セ
ル
の
謁
こ
い
は
れ
る
「
専
嗣

の
砒
に
饗
舞
す
る
イ
ギ
リ
ス
の
愛
國
看
」
を
出
版
し
、
フ

オ
ツ
ク
ス
等
が
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
前
に
脆
い
て
居
る
姿
を
描

い
把
○
し
か
し
イ
ギ
リ
ス
の
π
め
に
は
高
く
買
は
れ
π
ア

ミ
ア
ン
の
尋
和
も
、
永
く
績
か
な
か
つ
π
〇
　
一
八
〇
三
年

に
は
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
イ
ギ
ソ
ス
侵
入
の
喰
高
く
、
フ
ラ
ン

ス
に
封
ず
る
敵
振
3
5
は
最
高
潮
に
達
し
、
颯
刺
諜
は
三
幅

い
て
出
π
o
同
年
五
月
ロ
ー
バ
ー
ツ
か
ら
出
版
し
た
「
棚
ご

菌
」
は
4
ギ
リ
ス
國
民
の
堅
い
決
心
を
示
し
て
居
る
○
イ

ギ
リ
ス
は
大
き
な
槻
で
あ
ら
は
さ
れ
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
は
薦

の
姿
で
棚
を
睨
ん
で
居
る
○
イ
ギ
リ
ス
の
水
兵
は
左
手
に

棚
を
抱
へ
、
右
手
に
棒
を
持
ち
、
「
此
棚
の
一
葉
で
も
地
に

第
二
號

山ハ

宦
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（
二
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異
O
）

落
ち
る
も
の
で
な
い
」
ご
カ
ん
で
居
る
。
廓
外
ロ
バ
ー
ツ

（H

ﾏ
○
σ
①
一
，
酔
の
）
登
行
の
侵
入
に
關
す
る
颯
刺
書
で
名
高
い
の

は
、
、
ウ
ッ
ド
ウ
ォ
ー
ド
の
「
コ
ン
ス
川
の
藝
當
し
で
、
一
枚
の

書
に
二
つ
の
書
が
を
さ
め
ら
れ
て
居
る
〇
一
つ
は
ナ
ポ
レ

オ
ン
閲
兵
の
岡
で
、
イ
ギ
リ
ス
の
雷
有
な
事
、
労
捕
勝
手

の
事
を
兵
士
に
傳
へ
て
居
る
今
一
つ
は
一
幅
の
船
が
イ
ギ

リ
ス
砲
藁
か
ら
砲
火
を
浴
せ
か
け
ら
れ
て
沈
み
、
ナ
ポ
レ

オ
ン
は
水
に
溺
れ
、
無
謀
の
企
を
悔
い
て
居
る
光
景
で
あ

る
〇
十
月
に
入
り
て
は
イ
ギ
リ
ス
征
伐
の
準
備
成
れ
り
こ

の
囎
亭
々
高
く
、
世
間
は
追
々
騒
が
し
く
な
り
、
ウ
ォ
ー

ヅ
ウ
．
・
ー
ス
は
詩
を
作
っ
て
酬
．
國
の
勝
利
を
所
り
、
國
民
、

は
再
び
ビ
・
ト
に
た
よ
つ
で
難
關
を
切
り
抜
け
ん
こ
す
る

颯
刺
藩
に
も
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
が
ピ
ッ
ト
の
番
兵
を
見
て
、

髭
男
が
ま
だ
生
き
て
み
て
は
こ
引
還
す
書
な
ざ
が
出
π
。

一
八
〇
四
年
に
は
い
る
、
こ
、
フ
ラ
ン
ス
で
は
ナ
ポ
レ
オ
γ

の
即
位
確
定
し
、
イ
ギ
ソ
ス
で
も
ア
ソ
ヂ
ン
ト
ソ
内
閣
は

持
ち
｝
い
π
ね
ら
れ
す
、
再
び
ピ
ン
ト
が
病
躯
を
提
げ
て
内



幹

唱
閣
に
把
ち
、
五
月
に
は
第
三
ヨ
ー
ロ
ソ
バ
大
同
盟
が
急
難
　
は
ギ
川
レ
ー
の
＝
七
九
七
年
の
冬
バ
ラ
ー
の
前
に
て
裸

せ
ら
れ
把
O
山
ハ
月
一
日
ウ
ィ
リ
ヤ
ム
ス
ン
（
≦
田
口
9
⊃
ド
ご
ω
O
昌
）
　
騰
貴
を
な
せ
る
タ
リ
ァ
ン
夫
人
ご
ジ
ョ
セ
フ
ィ
ン
」
を
出
　

か
ら
出
し
た
ア
イ
ザ
ソ
ク
・
ク
川
・
ヅ
ク
シ
ヤ
ン
ク
の
「
正
當
　
版
し
た
つ
幕
の
中
に
は
、
バ
ラ
ー
が
一
杯
機
嫌
で
裸
騰
踊
の

の
所
有
圭
」
に
は
、
川
イ
十
六
世
の
幽
鯉
が
現
は
れ
て
、
　
二
黒
の
女
を
な
が
め
て
み
る
ご
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
は
幕
の
外

・
ナ
ポ
ン
オ
ン
の
王
冠
を
指
し
そ
れ
は
私
の
だ
こ
言
っ
て
ゐ
　
か
ら
隙
見
を
し
て
み
る
書
で
あ
る
Q
ナ
ポ
レ
オ
ン
は
妻
に

る
〇
十
二
月
二
日
ノ
ー
ト
川
ダ
ー
ム
寺
院
に
て
素
適
な
即
　
封
ず
る
凌
辱
を
非
常
に
氣
に
す
る
入
で
あ
る
か
ら
、
此
颯

位
式
が
墨
げ
ら
れ
る
ご
、
海
峡
の
向
ふ
で
は
十
二
月
十
四
　
刺
薔
は
彼
の
融
纒
を
僑
ま
し
た
に
相
違
な
い
G
一
八
〇
六

日
囁
に
ア
ー
カ
ー
マ
ン
は
ロ
ー
ラ
ン
ド
ス
ン
の
「
レ
プ
ブ
リ
年
融
八
〇
七
年
は
ナ
ポ
レ
オ
ン
得
意
の
時
代
で
あ
る
が
、

ク
夫
人
の
死
を
」
出
し
、
ハ
ン
フ
リ
ー
か
ら
ギ
ル
ン
ー
の
　
ま
た
失
脚
の
種
を
ま
い
把
時
代
で
あ
る
〇
一
八
〇
七
年
七

｛，

i
ポ
レ
オ
ン
即
位
の
行
列
し
が
出
た
。
ナ
ポ
レ
オ
ン
部
下
　
月
の
中
頃
ウ
ォ
ー
ヵ
ー
（
≦
鑑
ハ
9
）
か
ら
出
た
ア
ン
セ
川

の
諸
図
は
皆
墾
列
し
、
法
王
は
セ
ン
ト
ギ
f
の
鍵
を
あ
「
筏
の
上
に
て
皇
帝
相
擁
す
」
は
チ
ζ
シ
ト
條
約
を
楓

．
三
色
の
紐
で
首
に
か
け
、
自
由
は
揃
木
杖
に
す
が
っ
て
凋
　
し
た
も
の
で
、
二
ー
メ
ン
河
に
浮
べ
る
筏
の
上
で
、
ア
レ

に
加
は
る
光
景
で
あ
る
。
次
い
で
一
八
〇
五
年
フ
ラ
ン
ス
　
ク
サ
ン
ド
川
は
ナ
ポ
レ
オ
ン
を
擁
し
、
護
は
年
ば
沈
み
、

は
ト
ラ
フ
ア
ル
ガ
川
の
海
載
で
大
打
撃
を
受
け
π
が
、
ウ
　
プ
ロ
シ
ャ
王
は
水
中
に
巡
れ
る
需
で
あ
る
○
ま
た
大
陳
制

川
ム
、
ア
ウ
ス
テ
ル
リ
ソ
ッ
の
戦
、
プ
レ
ソ
ス
ブ
ル
グ
の
　
度
に
．
干
す
る
序
品
講
も
多
く
畠
た
。
同
年
十
一
月
に
ヲ
ソ

和
議
で
第
三
聯
合
は
破
れ
、
ビ
ソ
ト
は
酪
國
の
前
途
を
思
　
グ
の
公
に
し
仁
ア
ン
セ
■
－
封
鎖
の
し
あ
ひ
」
も
そ
の
輔
で

・
ひ
な
が
ら
憂
死
し
セ
。
こ
の
年
の
二
月
廿
日
ハ
ン
フ
リ
ー
　
あ
る
。
ジ
ョ
ン
・
ブ
川
ご
ナ
ポ
レ
オ
ン
は
そ
れ
ぐ
前
に

餓
が
一
巻
　
　
叢
瀞
晒
　
　
調
闘
刺
鯉
叫
に
あ
ら
は
n
れ
六
ろ
ナ
淑
レ
オ
ン

第

號

山ハ

c　

@
（
二
五
一
）



第
一
巻
　

畢
取
　
説
　

鮒膳

I
…
畑
爾
、
ト
あ
ρ
つ
辱
μ
れ
（
ト
ろ
ナ
ボ
レ
ナ
ン

晶
封
鎮
の
壁
を
ひ
か
へ
、
ジ
ョ
ン
。
ブ
川
は
焼
肉
の
皿
、
ナ

ポ
レ
オ
ン
は
ス
ー
プ
の
皿
を
前
に
し
て
腰
掛
け
、
ジ
ョ
ン
。

ブ
ル
の
壁
に
は
穴
が
あ
っ
て
、
海
上
の
鶴
を
な
が
め
て
居

る
。
畢
∴
覚
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
封
鎖
命
が
籔
蛇
で
あ
る
事
を
暗

示
し
だ
も
の
で
あ
る
○
ま
た
「
大
男
の
商
業
、
小
男
の
封
鎖

に
勝
つ
」
こ
い
ふ
や
う
な
書
も
幽
た
〇
一
八
○
八
年
に
入

り
ナ
ポ
レ
オ
ン
は
依
然
列
強
を
遷
し
花
が
、
イ
ス
パ
ニ
ヤ

に
饗
す
る
陰
瞼
な
庭
置
は
、
忽
ち
激
烈
な
反
抗
を
惹
起
し

宇
島
に
起
つ
た
愛
國
的
浬
動
は
ド
イ
ツ
諸
國
に
傳
は
り
、

ナ
ポ
レ
オ
ン
没
落
の
端
緒
を
ひ
ら
い
忙
○
パ
イ
レ
ン
の
敗

報
が
傳
は
る
ご
、
八
旦
二
日
に
は
タ
ソ
グ
は
ウ
ソ
ド
ゥ
す

ー
ド
の
「
小
人
國
の
イ
ス
パ
ニ
ヤ
を
ピ
レ
子
一
山
脈
か
ら

の
ぞ
い
て
み
る
バ
ヨ
ン
ヌ
の
大
人
國
の
入
」
を
公
に
し
た
○

こ
れ
は
か
リ
ヅ
ァ
ー
の
小
説
よ
り
採
っ
た
の
で
、
此
頃
の

颯
刺
書
に
よ
く
あ
ら
は
れ
て
み
る
○
大
入
國
の
人
こ
し
て

描
か
れ
た
ナ
ポ
レ
オ
ン
．
こ
ジ
ョ
セ
フ
は
、
山
の
背
後
か
ら

イ
ス
パ
ニ
や
載
雫
を
な
が
め
、
か
》
る
小
入
國
に
敗
け
る

第
二
號

山ハ

j
　
　
（
二
．
五
二
）

の
を
憤
り
、
ジ
ョ
セ
フ
は
イ
ス
．
ハ
ニ
ヤ
の
王
冠
を
ボ
ク
ッ

ト
に
且
っ
て
く
れ
ご
ナ
ポ
レ
オ
ン
に
懇
願
し
て
み
る
濃
で
、

あ
る
。
そ
の
外
イ
ス
パ
ニ
ヤ
の
屠
獣
者
が
ナ
ポ
レ
オ
ン
の

頭
を
切
り
去
り
、
野
蚕
ス
ト
ソ
ヤ
の
鷲
が
そ
の
頭
を
っ
、

い
て
る
る
描
な
ざ
も
出
た
。
イ
ス
パ
ニ
ヤ
の
奮
起
が
オ
ー

ス
ト
リ
や
そ
の
他
の
國
民
に
傳
は
り
、
諸
士
の
國
民
的
運

動
に
資
せ
る
を
上
越
し
た
も
の
で
あ
ら
う
Q
次
で
ジ
」
セ

ブ
4
ン
の
離
婚
、
イ
ギ
ソ
ス
侵
入
の
計
輩
な
ざ
も
餌
刺
の

書
題
こ
な
つ
陀
が
、
～
八
＝
一
年
の
ロ
「
シ
ャ
征
伐
は
十
年

前
の
イ
ギ
リ
ス
侵
入
の
噂
の
高
か
っ
た
時
に
も
劣
ら
識
程
・

多
く
の
颯
選
書
を
生
ん
だ
○
毎
時
に
は
ア
イ
ザ
ソ
ク
。
ク

ル
ッ
ク
シ
ャ
ン
ク
や
ウ
ソ
ド
ウ
ォ
…
ド
は
死
し
、
ジ
ョ
ー

ジ
。
ク
ル
ソ
ク
シ
ャ
ン
ク
の
時
代
で
、
多
く
の
作
品
を
公

に
し
、
僅
一
年
の
内
に
彼
の
名
士
は
俄
に
高
ま
り
、
多
く

の
資
産
を
造
っ
た
〇
一
八
　
三
年
二
月
膏
｝
U
に
ハ
ン
プ

ア
ー
か
ら
由
田
た
ジ
ョ
ー
ジ
。
ク
川
ソ
ク
シ
ャ
ン
ク
の
…
，
英
雄

の
蹄
画
し
一
に
は
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
妻
子
、
宮
中
の
婦
人
等



’

は
、
耳
鼻
指
を
失
へ
る
ナ
ポ
レ
オ
ン
を
見
て
戦
懐
し
、
小
　
レ
オ
ン
は
四
面
楚
歌
の
墜
の
内
に
帝
位
を
僻
し
、
エ
ル
バ

供
は
む
つ
か
り
、
犬
は
ナ
ポ
レ
オ
ン
に
吠
；
0
つ
い
て
居
る
　
へ
流
ざ
れ
る
事
こ
な
つ
把
。
エ
〃
バ
島
の
ナ
ポ
レ
オ
ン
に

光
景
を
爲
し
て
居
る
○
ま
π
同
年
四
月
フ
ォ
ー
レ
ス
よ
り
　
就
い
て
は
、
多
く
の
颯
刺
需
が
導
爆
が
、
英
雄
の
末
路
を

出
し
た
書
家
匿
名
の
「
ロ
シ
ヤ
侵
入
再
度
の
計
書
」
に
は
　
悼
む
や
う
な
も
の
は
無
く
、
惨
酷
極
ま
る
書
が
少
く
な
か

ナ
ポ
レ
オ
ン
が
不
具
の
士
官
等
に
取
巷
か
れ
て
、
ロ
シ
ヤ
　
つ
た
○
同
年
の
夏
マ
ル
チ
ン
（
占
奪
昏
μ
）
よ
り
春
里
ジ
響
一

．
侵
入
を
議
し
、
ペ
テ
川
ブ
川
グ
を
奪
ひ
、
シ
ベ
リ
ヤ
に
侵
　
ジ
。
ク
ル
ソ
ク
シ
ャ
ン
ク
の
「
今
の
プ
ロ
ミ
シ
ァ
ス
」
は
正

条
す
べ
き
を
廣
貧
し
て
み
る
ご
、
傍
の
鼻
や
脚
の
な
い
士
　
義
が
目
か
く
し
を
し
て
、
左
の
手
に
天
秤
、
右
の
手
に
劔

官
が
ロ
シ
ヤ
戦
醗
は
懲
り
く
だ
こ
言
っ
て
居
る
。
概
し
　
を
持
ち
て
立
ち
、
天
秤
の
盤
の
一
つ
か
ら
三
色
竣
、
他
の

て
此
頃
の
イ
ギ
リ
ス
の
颯
玉
書
は
ロ
シ
わ
．
の
書
家
よ
り
採
　
方
か
ら
王
冠
ご
旗
、
・
」
が
下
っ
て
み
る
○
右
手
の
劔
は
火
娼

つ
元
も
の
が
多
く
、
所
謂
多
、
霜
、
飢
の
三
將
軍
に
苦
め
　
の
形
こ
な
う
、
イ
ギ
リ
ス
、
オ
ー
ス
ト
リ
ャ
、
プ
ロ
シ
ャ

ら
れ
し
を
曝
し
て
居
る
の
が
多
数
で
あ
る
。
リ
シ
や
遠
征
　
ロ
シ
ヤ
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
名
言
さ
る
Q
正
義
の
足
も
こ
に

に
失
敗
せ
る
ナ
ポ
シ
オ
ン
は
、
更
に
翌
年
ラ
イ
プ
チ
ヒ
の
　
は
帝
冠
ご
軍
旗
七
重
せ
ら
れ
、
そ
の
側
に
は
ナ
ポ
レ
オ
ン

敗
忘
に
復
起
つ
能
は
ざ
る
蓬
命
に
陥
…
つ
だ
○
｝
八
一
四
年
鎖
に
て
岩
に
繋
が
れ
、
鷲
の
爲
に
胸
を
つ
、
か
れ
て
解
れ
、

三
月
廿
一
実
テ
ソ
グ
出
版
の
エ
ル
ム
ズ
（
国
ご
μ
田
6
い
）
の
「
ジ
ョ
　
背
景
に
は
尋
和
豊
満
の
象
が
そ
の
種
子
を
地
球
の
王
に
撒

ン
。
ブ
川
ポ
ニ
ー
の
畠
”
を
砥
石
に
て
研
ぐ
」
に
は
、
ジ
ョ
ン
　
い
て
居
る
。
虐
主
倒
れ
て
ヨ
ー
p
ッ
パ
は
李
和
の
天
地
ご

ブ
川
が
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
鼻
を
砥
石
に
押
し
村
け
、
ロ
シ
ヤ
　
な
れ
り
こ
の
颯
劒
で
あ
る
G
然
し
あ
く
ま
で
運
命
に
逆
ひ

皇
帝
が
砥
石
を
回
し
て
居
る
圓
で
あ
る
。
か
や
う
に
ナ
ボ
　
行
く
ナ
ポ
レ
オ
ン
は
、
工
川
バ
を
乱
れ
て
「
百
口
」
の
君

　
　
　
第
一
懸
　
叢
説
　
二
品
諦
に
あ
ら
に
れ
れ
ろ
ナ
ポ
レ
オ
ン
　
　
　
　
　
第
二
號
　
六
三
（
二
五
三
）



　
　
　
第
一
巻
　
叢
説
　
謁
刺
鮪
に
あ
ら
は
れ
れ
る
ナ
ポ
レ
ナ
ン

・
圭
こ
な
つ
π
が
、
フ
ー
テ
川
η
一
の
一
戦
に
最
後
の
止
め

を
さ
》
れ
柁
○
此
職
の
タ
一
八
一
五
年
七
月
十
七
ロ
ハ
ン

フ
リ
ー
は
、
ジ
ョ
ー
ジ
6
ク
ル
ッ
ク
シ
ャ
ン
ク
の
「
ヅ
ェ
ス

ヴ
ィ
オ
の
噴
火
ご
其
結
果
の
律
管
」
を
出
し
把
。
右
の
方

に
は
ブ
ェ
ス
ヅ
ィ
ォ
が
火
焔
を
古
き
、
そ
の
麓
に
ナ
㎡
り

の
町
あ
り
。
國
王
ミ
ュ
ラ
ー
ご
其
妻
は
噴
火
ロ
よ
り
倒
に

・鵡

撃
ｿ
來
り
、
ナ
ポ
リ
の
王
冠
は
正
統
の
、
所
有
主
の
頭
に
降

り
摩
る
。
ナ
ポ
ソ
、
謄
に
は
歎
艘
の
軍
艦
浮
び
、
三
色
旗
の

・
上
に
イ
ギ
ジ
ス
の
軍
旗
翻
り
、
中
央
に
は
死
物
狂
の
戦
ひ

の
末
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
馬
よ
り
落
ち
、
士
卒
傷
い
て
下
る
。

左
の
端
に
は
緻
擁
の
枝
を
聯
へ
し
活
現
は
れ
、
雲
の
下
に

は
ロ
シ
ヤ
、
プ
ロ
シ
ャ
の
子
壷
、
〃
イ
十
八
世
、
ブ
ソ
ユ

》
ヘ
ル
、
ウ
ェ
リ
ン
ト
ン
あ
ら
は
れ
、
フ
ラ
ン
ス
軍
に
風

爾
電
光
を
浴
せ
か
け
て
居
る
。
こ
れ
は
聯
合
軍
側
の
勝
利

を
寝
言
し
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
に
與
せ
し
ミ
ュ
ラ
ー
は
王
位
を

・
奪
は
れ
、
ブ
ル
ボ
ン
家
の
復
蹄
を
忠
言
し
把
も
の
で
あ
る
○

ワ
ー
プ
ル
慣
一
の
役
後
、
年
内
に
は
可
な
り
颯
刺
書
が
出

第
二
鳥

山ハ

l
　
　
（
二
甲
九
陣
門
）

が
、
此
流
蜜
の
英
雄
の
爲
め
に
一
掬
の
涙
を
そ
、
ぐ
も
の

は
な
い
〇
七
月
に
ナ
イ
ト
　
へ
溶
島
σ
q
寡
）
　
登
行
の
　
「
蒸
…

煮
に
さ
れ
る
ポ
ニ
ー
」
　
は
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
が
大
釜
へ
入

れ
ら
れ
、
釜
の
下
に
は
ウ
瓢
ソ
ン
ト
ン
、
ブ
リ
ュ
へ
〃
の

守
る
フ
ー
・
ブ
〃
ロ
ー
の
火
が
燃
㌍
て
居
る
。
か
や
う
に
ナ

ポ
レ
オ
ン
の
叢
叢
年
の
政
治
的
生
涯
に
博
し
て
あ
ら
は
れ
、

花
イ
ギ
リ
ス
の
楓
刺
薔
は
、
ブ
ロ
ー
ド
リ
ー
の
に
よ
る
ご

九
百
九
十
種
に
上
り
、
當
時
の
颯
刺
書
ば
イ
ギ
ソ
ス
濁
占

の
有
様
で
あ
っ
た
。
そ
う
し
て
イ
ギ
リ
ス
侵
入
の
噂
の
盛

で
あ
っ
把
↓
八
○
ご
、
　
年
は
、
イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
の
關

係
の
最
も
切
迫
し
π
時
で
、
此
年
に
出
把
も
の
で
二
百
四

十
五
種
が
今
日
に
繁
り
、
是
等
の
書
に
は
國
民
の
堅
き
決

心
が
表
は
れ
・
て
居
る
ご
同
時
に
愛
國
的
至
情
流
露
し
、
な

ほ
こ
豚
の
不
安
の
氣
分
が
．
漂
ふ
か
の
や
う
に
思
は
れ
る
の

が
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
で
は
、
一
八
一
三
年
か
ら
一
八
一

五
年
仁
亘
る
自
由
戦
争
の
時
代
で
、
一
八
二
二
年
に
は
百

九
種
、
一
八
一
四
年
に
落
忌
四
種
、
一
八
一
五
年
に
九
十



七
縄
獲
っ
て
居
る
。
こ
れ
等
の
需
に
は
愛
國
為
熟
情
の
外
　
つ
だ
○
大
革
命
の
初
か
ら
ヂ
レ
ク
ト
ァ
ー
川
の
時
代
ま
で

に
勝
利
の
確
信
が
ほ
の
め
き
、
敗
残
の
將
を
冷
笑
す
る
の
　
煙
毒
薔
の
材
料
は
澤
山
あ
る
が
、
繋
れ
だ
も
の
は
出
な
い
Q

風
が
著
し
く
あ
ら
は
れ
て
居
る
の
で
あ
る
。
ま
把
一
入
○
　
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
エ
ジ
プ
ト
征
伐
よ
り
蹄
っ
て
か
ら
は
、
中

楽
々
に
三
十
七
種
の
親
達
講
の
残
つ
詑
の
は
大
陸
罰
度
の
心
人
物
こ
し
て
、
眞
面
目
な
給
に
も
楓
千
三
に
も
多
く
あ
，

π
め
、
一
八
○
八
年
の
イ
ス
バ
凱
や
奮
起
の
時
に
、
八
十
枚
ら
は
れ
る
事
こ
な
っ
た
。
た
や
コ
ン
シ
ゥ
．
ラ
ー
時
代
、
帝

の
颯
刺
書
の
あ
る
は
、
孚
島
に
於
け
る
イ
ギ
リ
ス
軍
の
活
　
政
時
代
に
は
、
専
制
政
治
に
…
關
す
る
調
刺
薔
は
不
敬
罪
ご

動
に
よ
る
の
で
、
一
七
九
八
年
に
既
に
二
十
二
種
の
書
の
し
て
庭
罰
せ
ら
れ
、
新
聞
難
誌
も
、
軍
事
上
の
秘
密
の
た

毘
陀
の
は
、
イ
ギ
リ
ス
侵
入
の
風
説
ご
エ
ジ
プ
ト
遽
征
に
　
め
、
ま
π
輿
論
を
め
や
ま
ら
せ
ぬ
や
う
に
、
巖
重
な
取
締

劉
す
る
も
の
で
あ
っ
把
○
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
が
行
は
れ
花
○
し
か
し
ナ
ポ
レ
オ
ン
も
、
早
く
、
政
潭
的

　
次
に
フ
ラ
ン
ス
の
墨
刺
書
を
見
る
ご
、
颯
刺
書
は
中
世
見
地
か
ら
輿
論
を
喚
起
す
る
手
段
こ
し
て
闘
刺
書
を
利
用

か
ら
あ
っ
把
が
一
向
に
爽
達
せ
な
い
○
フ
ロ
ン
ド
の
鼠
の
　
し
、
部
下
に
書
題
を
授
け
、
、
美
術
家
に
命
じ
て
製
作
せ
し

如
き
は
颯
剰
書
に
好
い
材
料
を
供
給
し
て
居
る
し
、
ル
イ
　
め
π
や
う
で
あ
る
。
か
の
ヨ
ー
ロ
ヅ
パ
第
三
大
同
盟
の
戦

・
十
四
世
の
時
代
に
は
文
學
納
薔
こ
も
に
榮
ぬ
だ
け
れ
ご
、
　
孚
は
、
イ
ギ
リ
ス
側
の
説
で
は
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
イ
タ
ソ

颯
刺
書
の
傑
作
は
あ
ら
は
れ
な
か
つ
把
。
こ
れ
は
｝
つ
は
　
や
に
甥
す
る
横
暴
か
ら
出
來
泥
も
の
で
、
列
強
に
載
意
な

フ
ラ
ジ
ス
語
が
ギ
リ
シ
ャ
語
ご
国
営
に
、
思
想
や
威
情
を
　
く
、
勿
論
イ
ギ
リ
ス
の
煽
動
し
π
も
の
で
な
く
、
ナ
ポ
レ

あ
ら
は
す
に
申
分
の
な
い
完
全
な
言
葉
で
あ
っ
て
、
輕
い
　
ズ
ン
が
フ
ー
セ
ー
に
宛
惣
手
紙
を
見
る
ご
、
ジ
ョ
ン
。
ブ
ル

溝
落
や
鏡
い
皮
肉
も
唯
言
葉
の
上
に
駿
達
し
π
か
ら
で
め
　
が
財
布
を
手
に
し
て
そ
の
受
取
方
を
諸
國
に
頼
む
颯
刺
溜

　
　
　
第
一
巻
　
叢
訊
　
識
荊
蒲
瞬
あ
ら
は
れ
六
る
ナ
蜜
レ
古
ン
　
　
　
　
　
第
二
號
　
　
六
五
（
二
五
五
）



　
　
　
第
　
一
　
巻
　
　
　
醗
取
　
競
　
　
　
講
刺
術
に
■
あ
ら
は
れ
れ
る
ナ
が
ソ
オ
ン
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
　
二
　
號
　
　
　
　
山
ハ
山
ハ
　
（
二
五
山
ハ
）

を
作
ら
せ
、
此
度
の
戦
璽
は
全
く
イ
ギ
リ
ス
が
諸
國
を
買
　
勘
定
を
彿
は
す
に
出
か
け
る
書
で
、
給
仕
は
驚
い
て
勘
定

書
し
、
フ
ラ
ン
ス
に
敵
勤
さ
せ
る
も
の
だ
ε
の
誤
づ
π
考
を
講
思
す
る
ご
、
悉
皆
ジ
ョ
ー
ジ
が
仕
携
ふ
だ
ら
う
、
仕

を
ひ
ろ
め
、
輿
論
を
談
ら
せ
や
う
ご
試
み
陀
も
の
こ
蓮
べ
　
彿
把
い
だ
ら
う
こ
い
っ
て
、
攣
り
か
け
て
み
る
こ
こ
ろ
で

で
居
る
○
此
時
代
の
フ
ラ
ン
ス
の
誠
刺
書
家
に
は
、
イ
サ
　
あ
る
○
こ
れ
は
そ
の
後
屡
々
書
題
こ
な
つ
だ
履
ギ
リ
、
ス
が

べ
一
（
H
。
。
号
。
）
、
）
ヴ
ェ
川
風
1
（
く
鵯
山
勢
）
父
子
、
露
版
元
に
は
　
黄
金
を
以
て
渕
國
を
買
手
せ
ん
．
こ
す
る
事
を
識
し
だ
最
初

マ
ル
チ
子
一
（
竃
鍵
〔
雲
霧
）
な
ざ
が
あ
る
が
、
書
家
出
版
元
　
の
薔
で
あ
ら
う
〇
一
八
〇
三
年
イ
ギ
ソ
ス
・
、
フ
ラ
ン
ス
の

を
記
さ
ぬ
も
の
が
澤
山
で
、
マ
川
チ
子
1
の
縮
草
紙
店
は
　
關
係
の
緊
張
し
仁
時
に
は
》
海
峡
の
両
側
で
盛
に
颯
刺
蕾

繁
昌
し
陀
や
う
で
め
る
〇
一
七
九
六
年
に
出
た
「
指
弾
」
は
、
　
が
出
π
o
笥
ジ
ョ
ー
ジ
の
消
化
不
良
」
は
ナ
ポ
レ
オ
ン
が
ジ

ヘ
ラ
ク
レ
ス
が
そ
の
腕
に
上
り
く
る
多
く
の
玩
具
の
軍
人
　
ヨ
ー
ジ
三
世
の
頭
を
捉
へ
、
「
マ
ル
タ
」
、
　
「
諸
声
民
の
黄

を
一
つ
く
弾
き
つ
け
て
み
る
が
、
唯
ナ
ポ
レ
オ
ン
は
そ
　
全
‘
「
海
上
の
覇
灌
」
な
ざ
を
吐
き
出
さ
せ
て
居
る
。
ま
把
一

・
の
肩
ま
で
上
り
、
彼
の
槻
棒
を
掴
ん
で
み
る
。
ヘ
ラ
ク
レ
　
八
〇
五
年
に
出
た
「
幻
燈
」
は
、
翌
年
の
大
陸
制
度
を
回
想

ス
の
背
後
に
立
て
る
勝
利
の
女
難
は
、
此
成
功
せ
る
勇
士
　
せ
し
め
元
や
う
な
書
で
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
は
イ
ギ
リ
ス
の
積

に
．
二
つ
の
斜
掛
の
輪
を
授
け
ん
こ
し
て
み
る
○
こ
れ
は
ヴ
　
荷
の
上
に
麗
か
れ
た
幻
燈
器
械
で
、
ジ
ョ
ー
ジ
三
世
や
ビ

ア
ン
デ
、
ミ
エ
ー
ル
の
愛
に
よ
っ
て
撮
世
の
緒
を
得
π
事
を
　
ソ
ト
の
前
で
、
三
つ
に
裂
か
れ
把
イ
ギ
リ
ス
の
地
車
や
、
、

漂
い
π
も
の
で
め
る
〇
一
七
九
八
年
に
毘
た
「
勘
定
」
に
は
　
フ
ラ
ン
ス
の
陸
海
軍
の
進
行
を
柔
し
出
し
、
こ
れ
を
な
が

料
理
屋
で
ジ
ョ
ー
ジ
三
糧
が
挙
り
熟
睡
し
て
居
る
間
に
、
　
め
て
み
る
ジ
ョ
ー
ジ
三
彩
は
大
い
に
驚
き
、
王
冠
は
地
に

ナ
ポ
レ
オ
ン
や
オ
ー
ス
ト
ヲ
ヤ
、
4
ス
パ
エ
ヤ
の
霧
雨
が
　
落
ち
ん
こ
し
、
王
の
側
に
立
て
る
ビ
ッ
ト
の
顔
に
は
憂
色



泥
や
よ
ひ
、
零
せ
だ
イ
ギ
リ
ス
人
が
積
荷
に
腰
を
か
け
て

，
居
な
書
で
あ
る
○
ビ
ソ
ト
の
危
篤
、
引
績
き
死
自
の
報
が

パ
リ
ー
に
傳
は
る
ご
、
澤
由
の
颯
刺
書
が
出
π
○
マ
ル
チ

子
一
か
ら
出
駕
「
ゼ
ソ
ト
の
死
」
は
ふ
ピ
ッ
ト
が
悪
魔
に
地

獄
へ
ひ
か
れ
行
く
ご
、
ピ
シ
ト
ご
盲
目
の
ジ
ョ
ー
ジ
三
世

の
首
に
か
、
つ
記
引
縄
が
切
れ
、
ジ
ョ
ー
ジ
は
イ
ギ
リ
ス

政
府
罪
悪
貯
酒
所
ご
記
し
た
嚢
を
越
ぬ
て
穴
に
落
ち
る
書

で
、
側
に
は
一
人
の
フ
ラ
ン
ス
入
が
「
ア
ウ
メ
ク
ル
ソ
ソ

ヅ
の
勝
利
」
「
大
陸
の
李
和
」
ご
記
し
髭
紙
片
を
示
し
て
み

る
。
こ
れ
は
ピ
ッ
ト
の
死
に
よ
リ
イ
ギ
ツ
ス
の
窮
地
に
泊

れ
る
を
颯
し
π
も
の
で
あ
る
○
こ
れ
等
の
一
八
〇
三
年
前

後
に
煮
た
フ
ラ
ン
ス
の
調
回
書
は
、
直
接
ナ
ポ
レ
オ
ン
を

誠
刺
す
る
も
の
で
な
く
、
ビ
ソ
ト
や
ジ
ョ
ー
ジ
三
世
に
封

ず
る
雪
国
書
で
、
圃
じ
年
に
出
塁
ナ
ポ
レ
オ
ン
に
封
ず
る

イ
ギ
リ
ス
の
颯
刺
書
ご
甥
照
し
て
み
る
時
は
、
頗
る
面
白

い
の
で
あ
る
Q
次
に
芋
刺
書
の
盛
で
あ
っ
た
の
は
、
一
八

一
個
年
ご
一
八
一
五
年
で
あ
る
。
そ
れ
よ
り
〕
年
前
一
八

　
　
　
第
で
巻
　
叢
説
r
課
刺
儲
に
あ
ら
に
れ
敦
ろ
ナ
瀞
レ
牙
ン

一
三
年
に
は
、
「
撤
概
の
枝
」
ご
題
す
る
美
し
い
．
書
が
出
π

o
ナ
ポ
レ
オ
ン
は
撤
概
の
枝
を
持
て
る
李
和
の
女
直
に
美

は
し
い
花
園
へ
誘
は
れ
て
居
る
が
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
は
こ
れ

rを

U
り
切
っ
て
、
軍
帥
の
馬
車
に
導
か
れ
て
屍
の
横
は
る

雪
の
二
野
に
向
ふ
書
で
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
乱
戦
論
を
楓
し

た
も
の
で
あ
る
〇
一
八
一
四
年
、
一
八
一
五
年
の
ナ
ポ
レ
オ

ン
没
落
の
年
に
は
議
ブ
川
ボ
ン
蕪
も
ナ
ポ
レ
オ
ン
蕪
も
「
盛

に
颯
刺
書
を
出
し
た
が
、
徹
國
の
颯
早
書
に
も
劣
ら
ぬ
痩

怨
な
書
の
出
π
事
は
、
後
の
フ
ラ
ヅ
ス
人
の
大
い
に
遺
憾

こ
す
る
こ
こ
ろ
で
あ
る
。
ナ
ポ
レ
オ
ン
が
鎖
で
岩
に
繋
が

れ
、
飢
ぬ
元
豊
強
の
餌
こ
な
る
や
う
な
欝
も
出
把
○
ま
た

「
エ
ル
バ
の
ロ
ゼ
シ
ソ
ン
。
ク
ル
ー
ソ
ー
」
の
如
き
、
ナ
ポ

レ
オ
ン
を
ロ
ビ
ン
ソ
ン
・
ク
ル
ー
ソ
ー
に
比
し
π
書
も
出

元
。
こ
れ
等
は
誉
れ
も
諸
國
に
廣
ま
つ
把
コ
ス
モ
ポ
リ
タ

ン
の
書
で
あ
る
。
ま
π
一
八
一
五
年
四
月
臆
出
祀
｝
、
十
九

年
の
光
榮
あ
る
治
世
」
は
、
一
方
に
は
ナ
ポ
レ
オ
ン
が
糧

末
な
食
事
を
ご
り
、
食
晴
の
間
に
も
勅
命
な
ご
に
署
名
し

　
　
　
　
　
　
第
二
號
　
　
　
　
六
七
　
　
（
二
五
七
）



　
　
　
館
　
一
　
谷
　
　
　
叢
　

設
　
　
　
荊
澱
認
識
に
あ
・
b
は
れ
れ
・
わ
ナ
ポ
レ
オ
ン
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
　
二
　
號
　
　
　
　
山
ハ
八
　
　
（
二
五
八
）

勤
倹
精
励
の
肩
様
を
寓
し
、
他
方
に
は
ブ
ル
㎡
ン
家
の
君
　
れ
な
状
態
に
あ
っ
て
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
を
颯
刺
の
種
に
便
ふ

室
が
快
雨
を
追
ひ
美
食
に
飽
く
有
慌
を
寓
し
て
み
る
。
こ
　
な
ご
は
、
非
常
な
危
瞼
で
あ
っ
セ
○
從
っ
て
一
八
〇
六
年

れ
は
ナ
ポ
レ
オ
ン
蕪
か
ら
出
唐
笠
刺
書
ご
思
は
れ
る
の
で
　
に
歴
た
「
フ
ラ
ン
ス
鷲
の
勝
利
」
の
如
き
、
一
つ
頭
の
フ
ラ

あ
る
○
要
す
る
に
フ
ラ
シ
ス
の
芋
刺
藩
は
直
接
ナ
ポ
レ
オ
　
ン
ス
鷲
が
両
頭
の
オ
ー
ス
ト
ジ
や
鷲
を
死
地
に
陥
れ
て
居

ン
を
劉
照
．
こ
し
た
も
の
に
は
面
白
い
も
の
が
な
く
、
一
八
　
る
書
も
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
名
轡
を
稽
へ
る
爲
め
に
薔
か
れ

〇
三
年
に
畿
把
ジ
ョ
ー
ジ
三
世
や
ピ
ン
ト
に
輸
す
る
颯
刺
　
だ
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
イ
ス
パ
ニ
ヤ
の
奮
起
、

書
に
傑
出
し
た
も
の
が
あ
る
の
は
雑
然
の
事
で
あ
る
○
　
　
つ
い
で
ロ
シ
ヤ
遠
征
の
失
敗
は
、
ド
イ
ツ
里
民
を
し
て
多

　
次
に
ド
イ
ツ
の
颯
刺
書
を
見
る
ご
、
嘗
時
の
ド
イ
ツ
は
　
年
の
屑
辱
を
雪
ぐ
べ
き
無
難
ご
機
會
を
與
へ
、
フ
ィ
ヒ
プ

楓
刺
書
の
身
魂
に
は
不
適
當
の
國
で
あ
っ
た
。
初
め
國
民
　
ア
〃
ン
ト
等
の
愛
国
的
運
動
に
耳
う
て
、
颯
刺
書
家
フ
ォ

は
ナ
ポ
ン
オ
ソ
を
歴
．
制
家
や
纂
奪
者
ご
狂
す
、
寧
ろ
自
由
　
川
ッ
（
＜
○
洋
N
）
、
シ
ャ
ド
ー
（
ω
。
ぎ
儀
。
6
は
盛
に
作
品
を

の
鱒
国
者
．
こ
し
て
渇
仰
し
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
爲
め
に
疑
躍
螢
表
し
た
○
既
に
、
一
八
一
二
年
に
「
フ
ラ
ン
ス
軍
の
随
意

せ
ら
れ
て
か
ら
も
、
萎
靡
振
は
ざ
る
國
民
的
精
翅
ご
美
術
　
退
却
し
ご
題
す
る
気
骨
書
出
で
、
フ
ラ
ン
ス
軍
の
惨
め
な

ご
は
、
更
に
す
ぐ
れ
た
誠
刺
薔
を
見
せ
な
か
っ
た
〇
一
八
　
退
却
を
為
し
、
一
八
＝
二
年
に
出
π
「
王
冠
修
繕
屋
」
は
、

一
三
年
頃
ま
で
に
新
聞
「
ロ
ン
ド
ン
ご
パ
ジ
ー
」
（
後
に
改
　
ナ
ポ
レ
オ
ン
が
壌
れ
た
王
冠
を
繕
ひ
屠
る
こ
こ
ろ
へ
、
ジ

題
す
）
に
載
せ
ら
れ
た
楓
聖
書
は
、
殆
ん
ざ
ギ
ル
レ
ー
、
　
ヨ
セ
フ
、
ジ
ェ
ロ
ー
ム
か
ら
も
王
冠
の
修
繕
を
頼
ま
れ
、

質
ー
ラ
ン
ド
ス
ン
な
ご
の
イ
ギ
リ
ス
の
颯
刺
識
の
轄
載
模
　
當
短
し
て
居
る
国
労
を
噛
し
て
居
る
○
「
ラ
イ
ン
の
急
使
」

、
倣
に
渦
…
ぎ
な
か
つ
π
o
殊
に
今
時
の
ド
イ
ツ
の
や
う
な
哀
　
は
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
が
チ
ャ
福
川
ス
大
帝
の
頭
を
尖
に
つ
け



た
杖
を
持
も
、
噂
、
イ
ン
ッ
ご
は
反
野
の
岸
を
走
り
、
そ
の
背
　
で
離
さ
な
い
Q
そ
の
顔
に
は
、
彼
の
名
舞
の
望
め
に
犠
牲

に
負
へ
る
族
嚢
か
ら
、
オ
ラ
ン
ダ
、
ス
ウ
ィ
ス
、
イ
タ
ヲ
　
こ
な
れ
る
十
萬
入
の
代
表
者
、
こ
し
て
少
数
の
顔
が
描
か
れ

ヤ
、
ラ
イ
ン
同
盟
な
ご
の
地
圖
や
新
蕾
の
軍
需
の
楽
な
ご
　
て
あ
る
Q
襟
は
血
．
の
河
に
象
り
、
上
衣
に
は
解
下
せ
る
ラ

が
風
に
煽
ら
れ
て
落
ち
る
、
そ
の
下
に
、
ラ
イ
ン
の
急
使
　
イ
ン
同
盟
の
地
学
の
一
部
が
描
か
れ
、
彼
の
敗
職
の
地
名

は
ラ
イ
プ
チ
ヒ
の
市
の
露
途
に
す
べ
て
を
失
ふ
ご
記
さ
れ
　
が
記
さ
れ
て
あ
る
。
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
創
定
せ
る
鋤
章
の
紐

て
あ
る
。
こ
れ
は
も
こ
ド
イ
ツ
よ
り
畠
た
も
の
に
相
違
な
　
は
、
蜘
蛛
の
稟
に
象
ら
れ
て
ラ
イ
ン
同
盟
の
全
部
を
蔽
ひ

く
、
イ
タ
ソ
ヤ
、
フ
ラ
ン
ス
に
も
ひ
ろ
ま
っ
た
楓
刺
子
で
　
肩
章
は
帥
の
手
に
象
り
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
心
臓
の
位
遣
ご

ラ
イ
プ
チ
ヒ
の
敗
北
、
こ
そ
の
結
果
ご
を
颯
し
た
も
の
で
あ
　
思
は
れ
る
こ
こ
ろ
に
う
つ
く
ま
る
蜘
蛛
を
殺
し
、
．
集
を
切

る
○
次
、
に
一
八
一
四
年
に
フ
ォ
ル
ッ
の
「
一
八
一
三
年
の
　
り
は
ら
ふ
把
め
ご
記
し
あ
り
。
こ
の
需
は
イ
ギ
ソ
ス
、
イ

勝
利
」
ご
題
す
る
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
横
顔
は
、
コ
ス
モ
ポ
ソ
　
ス
パ
ニ
ヤ
、
オ
ラ
ン
ダ
、
イ
タ
リ
ヤ
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
に
て

タ
ン
の
颯
怨
書
で
最
も
有
名
な
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
一
　
少
し
生
形
を
か
へ
て
盛
に
壷
り
ひ
ろ
め
ら
れ
、
最
後
の
ヨ

八
〇
六
年
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
ベ
ル
リ
ン
滞
陣
中
に
デ
ー
リ
ソ
　
ー
ロ
ッ
バ
大
同
盟
の
結
束
に
、
諸
義
民
を
刺
戟
す
る
事
頗

グ
が
養
し
た
ナ
㎡
レ
オ
ン
の
左
向
の
横
顔
の
ス
ケ
ッ
チ
を
　
る
大
な
る
も
の
が
あ
っ
把
○
ま
π
，
一
八
一
五
年
置
出
た
フ

も
、
ご
に
し
て
青
い
把
も
の
で
、
一
見
原
需
ご
似
て
居
る
け
　
オ
川
ッ
の
「
強
盗
の
集
窟
」
は
方
丘
せ
る
古
城
が
書
か
れ
、

れ
ご
、
そ
の
異
な
る
黙
を
明
に
す
る
が
爲
め
に
、
説
明
が
　
一
見
強
盗
の
掠
奪
品
を
運
ぶ
集
窟
で
め
る
が
、
熟
視
す
る

加
へ
ら
れ
て
居
る
。
こ
れ
に
よ
る
ご
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
帽
　
ご
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
横
顔
に
な
っ
て
居
る
小
供
の
絵
さ
が

子
は
プ
η
シ
や
鷲
の
形
で
、
ナ
㎡
レ
オ
ン
を
距
で
つ
か
ん
　
し
に
類
し
π
も
の
で
あ
る
。
か
や
う
に
一
八
二
二
年
以
後

　
　
　
第
一
艦
　
　
叢
　
読
　
　
懇
刺
霞
に
あ
ら
ば
れ
ぬ
る
ナ
ポ
レ
オ
ン
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
二
號
　
　
　
六
九
　
（
二
五
九
）



　
　
　
第
一
谷
　
叢
翫
　
識
刺
謁
に
あ
ら
に
れ
れ
る
ナ
ポ
ソ
オ
ン
　
　
　
　
　
第
ご
號
　
七
〇
（
二
六
〇
）

の
ド
イ
ツ
に
は
一
八
〇
三
年
の
イ
ギ
ソ
ス
ご
同
様
に
、
意
　
初
に
颯
刺
書
「
木
乃
伊
］
が
出
版
せ
ら
れ
隔
ナ
ボ
レ
究
ン
は
木

田
あ
る
ま
陀
傑
出
し
惣
多
く
の
颯
刺
書
が
出
た
。
こ
れ
は
　
乃
伊
こ
な
っ
て
棺
に
入
れ
ら
れ
て
居
る
。
し
か
し
一
八
O

イ
ギ
ヲ
．
ス
ビ
同
様
に
、
國
民
の
万
事
的
熟
情
の
助
成
し
沈
　
○
年
以
後
の
イ
タ
リ
ヤ
は
、
た
い
ナ
ポ
ン
オ
ン
に
窩
從
す

も
の
で
あ
る
事
は
勿
論
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
外
途
な
く
、
傑
串
し
泥
楓
細
書
な
ざ
が
出
る
鰐
は
な
か

　
次
に
イ
タ
ジ
ヤ
の
颯
窺
書
を
見
る
に
、
イ
タ
旦
や
國
民
　
つ
セ
〇
一
八
一
四
年
に
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
運
も
亡
き
果
て
π

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

は
、
初
め
ナ
㎡
レ
オ
ン
を
自
由
の
傳
播
者
こ
し
て
迎
へ
、
　
頃
か
ら
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
に
封
ず
る
春
暁
書
が
串
記
が
、
大

田
っ
て
オ
ー
ス
ト
リ
ヤ
の
將
軍
ボ
ー
ソ
ユ
ー
、
ウ
川
ム
ぜ
　
抵
外
國
の
模
倣
に
過
ぎ
な
い
○
「
幸
編
な
急
使
」
は
「
ラ
イ

川
に
封
ず
る
識
刺
需
が
寓
元
然
る
に
カ
ン
ポ
、
フ
ナ
川
ミ
ォ
　
ン
の
急
使
」
か
ら
出
た
も
の
で
、
ロ
ン
バ
彫
ヂ
ャ
あ
π
り

の
二
進
に
よ
り
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
に
裏
切
ら
れ
π
こ
し
て
大
　
に
廣
め
る
た
め
、
ベ
ル
リ
ン
で
出
し
た
も
の
で
、
そ
の
外

い
に
彼
を
怨
み
、
一
七
九
七
年
に
出
た
誠
刺
激
「
勘
定
」
に
　
フ
ォ
ル
ッ
の
コ
八
二
二
年
の
勝
利
」
の
焼
逸
し
な
ざ
が
圭
・

は
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
．
こ
オ
ー
ス
ト
リ
ヤ
の
カ
ー
ル
が
カ
ン
ポ
・
　
な
も
の
で
あ
る
○
パ
ソ
ー
ご
ウ
ィ
ー
ン
、
軌
れ
か
の
…
勢
カ

フ
ォ
ル
ミ
オ
の
族
含
を
毘
る
時
、
宿
賃
の
五
絃
を
受
け
る
　
に
屈
出
す
べ
き
運
命
を
も
つ
た
イ
タ
ソ
ヤ
に
、
悪
玉
的
自

ご
、
そ
の
下
僕
が
ヴ
ェ
ニ
ス
辮
で
、
私
が
仕
携
ひ
ま
す
ご
　
魔
に
基
く
や
う
な
傑
出
し
陀
出
射
霧
の
出
る
を
求
む
る
の

答
へ
て
居
る
こ
こ
ろ
が
書
か
れ
て
あ
る
。
ヅ
ェ
ニ
ス
の
犠
　
は
誤
で
あ
る
。

牲
を
涌
し
π
も
の
で
あ
る
。
ま
た
エ
ジ
プ
ト
遽
征
の
時
に
　
　
次
に
イ
ス
パ
ニ
ヤ
の
颯
重
書
を
見
る
に
、
此
國
程
ナ
ポ

は
、
　
イ
タ
リ
ャ
で
は
ナ
ポ
ン
オ
ン
が
到
底
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
」
レ
オ
ン
の
御
影
で
悲
惨
な
境
巡
に
陥
つ
陀
も
の
は
な
い
。

へ
翻
れ
ま
い
．
・
」
考
へ
た
も
の
こ
見
ぬ
て
、
一
七
九
九
年
の
　
そ
の
反
動
こ
し
て
、
一
入
O
八
年
か
ら
一
八
一
四
年
ま
で



　
の
イ
ス
パ
ニ
ャ
難
民
の
奮
起
は
、
ド
イ
ツ
國
民
の
奮
起
に

劣
ら
な
い
程
盛
な
も
の
で
、
ゴ
ヤ
（
○
◎
畜
）
の
如
き
書
家

　
が
現
は
れ
．
颯
刺
激
が
國
民
の
愛
國
心
を
鼓
舞
し
π
事
も
頗

タ
る
大
で
あ
っ
陀
。
然
し
な
が
ら
そ
の
大
部
分
は
、
イ
ギ
リ

　
ス
の
ギ
ル
レ
！
や
p
ー
ラ
ン
ー
3
ス
ン
の
模
倣
に
過
ぎ
な
か

　
つ
た
。
こ
れ
は
イ
ス
、
パ
ニ
や
人
が
、
一
八
一
三
年
の
ド
4

　
ツ
國
民
ご
異
り
、
學
問
や
一
般
の
素
養
が
無
か
つ
セ
か
ら

　
で
あ
ら
う
。

　
　
次
に
ロ
シ
ヤ
の
颯
愛
書
を
見
る
に
、
そ
の
膚
然
ご
嗣
じ

く
他
國
ご
異
b
、
軍
調
怪
異
粗
野
の
風
が
あ
る
っ
ロ
シ
ヤ

．
の
楓
刺
書
家
で
名
高
い
の
は
プ
レ
ベ
子
フ
（
円
。
器
σ
窪
氏
）

　
で
、
嘗
時
イ
ギ
リ
ス
ご
ロ
シ
ヤ
め
親
密
な
陶
係
は
、
・
識
刺

衝
に
も
影
響
を
及
ぼ
し
、
ク
レ
ベ
子
フ
の
書
は
多
く
イ
ギ

　
リ
ス
に
入
り
、
ク
川
ソ
ク
シ
ャ
ン
ク
や
今
川
レ
ー
ご
タ
レ

ベ
子
フ
ご
は
御
互
に
模
倣
し
め
っ
た
○
ロ
シ
ヤ
の
颯
論
説

　
は
大
部
分
一
八
＝
嚇
年
、
一
八
一
三
年
に
出
π
者
で
、
ナ

　
ボ
ン
オ
ン
の
質
シ
や
征
伐
に
冷
す
・
る
も
の
で
あ
る
G
一
八

　
　
　
第
｛
、
巻
　
謁
刺
に
描
あ
ら
は
れ
叢
訊
　
れ
る
ナ
響
オ
ン

＝
「
年
に
忠
た
プ
レ
ベ
子
フ
の
「
診
察
」
仁
は
、
玉
入
の
・
騰

者
が
ナ
ポ
レ
オ
ン
を
診
察
し
、
甲
の
馨
者
は
頭
ご
豚
を
験
、

乙
の
馨
者
は
、
目
撃
を
か
け
て
舌
を
瞼
て
る
る
。
甲
φ
馨

者
の
言
ふ
に
は
、
「
頭
が
恐
ろ
し
く
熟
い
の
は
狂
氣
じ
み
π

計
書
が
思
ふ
や
う
に
ゆ
か
な
か
つ
π
か
ら
だ
、
豚
薄
の
溺
＝

い
の
は
出
血
の
せ
い
だ
」
Q
乙
の
学
者
が
言
ふ
に
は
、
「
舌
が

あ
れ
て
ゐ
岬
る
の
は
め
ま
軌
虚
言
や
大
言
を
吐
い
把
罰
だ
」
○
、

ナ
ポ
レ
オ
ン
は
情
然
こ
し
て
、
「
出
來
る
だ
け
早
く
蹄
り
だ

い
、
ロ
シ
ヤ
の
氣
候
は
私
の
身
過
に
ふ
さ
は
ぬ
」
こ
こ
ぼ

し
て
る
る
○
ま
力
同
じ
く
プ
レ
ベ
子
フ
の
「
踊
の
稽
古
」
は

二
入
の
百
姓
が
ナ
ポ
レ
オ
ン
を
踊
ら
せ
て
居
る
書
で
、
一

人
は
鞭
を
持
っ
て
威
し
、
一
人
遅
笛
を
吹
き
、
こ
れ
に
合

せ
て
踊
ら
せ
て
居
る
。
吋
八
二
二
年
の
初
に
は
、
イ
ギ
ソ

ス
及
び
ロ
シ
ヤ
か
ら
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
退
却
を
書
題
に
し
π

多
く
の
颯
刺
書
が
現
れ
陀
。
’
グ
レ
ベ
子
フ
の
「
ナ
ポ
レ
オ

ン
の
ロ
シ
ヤ
土
産
の
鼻
」
に
は
、
ペ
ル
ト
ラ
ン
及
び
二
入
．

の
業
師
が
ナ
ボ
ン
オ
ソ
の
長
く
な
つ
把
畠
π
を
見
て
居
る
。

　
　
　
　
　
　
　
第
　
二
號
’
　
　
　
七
一
　
（
二
六
一
）



第
一
谷
　
　
叢
読

ナ
ポ
ソ
オ
ン
「
こ
れ
は
ロ
潮
や
人
か
ら
貰
っ
た
鼻
だ
．
こ
ん

な
顔
を
し
で
入
前
に
は
出
ら
れ
な
い
、
何
ε
か
短
か
く
出

京
ま
い
か
」
、
甲
の
讐
師
「
切
る
よ
り
外
に
途
が
御
座
い
ま

せ
ん
巨
弾
の
磐
師
「
陛
下
の
御
命
が
う
け
あ
は
れ
ま
せ
ぬ
」
．

べ
川
ト
ラ
ン
、
ぴ
」
う
し
て
も
短
く
す
る
事
は
な
り
ま
せ
膿
、

質
シ
ヤ
の
霜
で
か
、
る
面
こ
な
っ
た
こ
パ
ヲ
ー
人
に
申
す

外
翼
は
あ
り
ま
せ
ぬ
」
○
こ
の
外
質
シ
や
入
が
勇
敢
に
戦
つ

覚
事
を
書
い
托
も
の
や
、
ナ
ぎ
ン
オ
ン
が
木
の
馬
に
乗
り

不
具
の
士
官
を
拳
み
て
締
威
す
る
や
う
な
需
が
澤
由
に
め

、
2
ヤ
甑
τ
つ
」
○

し
　
｝
京
才
－

　
次
に
オ
ラ
ン
ダ
は
如
何
こ
い
ふ
に
、
近
世
の
初
か
ら
本

瓦
で
毘
版
の
串
來
な
い
書
物
や
颯
刺
露
は
、
み
な
ハ
ー
グ

や
そ
の
池
の
オ
ラ
ン
ダ
の
町
で
公
に
せ
ら
れ
、
新
稽
両
敷

の
宗
敷
雌
器
や
、
イ
ギ
ヲ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
の
内
訂
に
帯
す

る
颯
剰
書
が
出
版
せ
ら
れ
だ
○
従
っ
て
楓
刺
需
の
嵩
る
に

は
縄
好
の
時
で
あ
る
十
九
世
紀
の
初
に
は
ヤ
オ
ラ
ン
ダ
か

ら
衝
白
い
楓
群
書
が
現
れ
そ
う
な
も
の
で
あ
る
が
、
か
や

粥
褐
覗
剥
霊
醐
に
［
あ
ら
ぼ
れ
六
げ
ρ
ナ
ポ
レ
矛
ソ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
　
二
　
號
　
　
　
　
　
♪
u
二
　
　
（
二
山
ハ
一
一
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゴ
イ
セ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
な
萱
野
は
全
く
裏
切
ら
れ
た
の
で
あ
る
○
「
乞
食
」
時
代

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
熟
烈
な
宗
敷
石
や
愈
愈
心
は
、
今
は
金
く
衰
へ
、
フ
ラ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ソ
ス
軍
の
躁
㎜
鯛
に
よ
っ
て
そ
の
属
國
こ
な
り
、
陸
に
は
フ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ラ
ン
ス
の
座
迫
を
受
け
、
、
海
上
に
は
イ
ギ
リ
ス
の
爲
に
大

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
打
繋
を
加
へ
ら
れ
、
國
民
は
意
氣
全
く
消
沈
の
姿
で
、
調
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
刺
書
な
ご
も
す
ぐ
れ
π
も
の
が
出
や
う
筈
が
な
い
〇
一
八

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
四
年
、
一
八
一
五
年
の
機
離
時
代
で
す
ら
、
た
“
イ
ギ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ソ
ス
の
颯
刺
霧
に
説
明
を
加
へ
て
出
版
し
た
り
、
ド
イ
ツ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
や
ロ
シ
ヤ
の
・
颯
刺
需
の
露
髄
に
止
ま
つ
だ
の
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
た
ス
ウ
ィ
ス
に
も
楓
刺
書
こ
し
て
す
ぐ
れ
た
も
の
は
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
け
れ
ご
法
門
い
ナ
ポ
レ
オ
ン
に
思
す
る
颯
剰
需
は
、
…
早

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
一
、
七
九
七
年
起
ヅ
ン
カ
ー
（
じ
鴬
巳
（
輿
）
の
エ
ソ
チ
ン
グ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ご
し
て
あ
ら
は
れ
て
居
る
。
此
外
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
誠
刺
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
書
も
、
ド
イ
ツ
、
イ
ギ
ジ
ス
の
芋
刺
藩
の
模
倣
に
過
ぎ
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
つ
π
○

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
今
私
は
ブ
ロ
ー
ド
リ
ー
の
書
を
讃
み
、
落
書
こ
し
て
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
ま
れ
た
澤
山
の
鳥
刺
需
を
見
て
、
政
治
的
調
無
言
に
免
、



れ
ぬ
淺
薄
な
手
刺
に
擁
す
思
っ
た
け
れ
ご
、
か
、
る
淺
藩

な
颯
刺
需
も
、
そ
の
毎
時
の
興
奮
せ
る
諸
事
民
の
頭
に
は

異
常
の
影
響
を
傳
へ
π
事
は
信
じ
て
疑
は
な
い
の
で
あ
る

藤
原
時
代
の
容
儀
服
飾
に
就
て

交
學
士
　
江
　
馬

務

　
一
國
の
風
俗
は
以
て
其
の
鼠
を
象
徴
す
べ
く
、
一
世
の

容
儀
は
以
て
其
の
時
代
を
測
蝕
す
べ
し
。
我
が
風
俗
史
を

通
観
す
る
に
、
古
市
園
人
が
そ
の
容
儀
服
飾
に
つ
い
て
、

．
深
く
其
の
心
を
致
し
、
粉
飾
盛
装
以
て
、
一
代
を
調
す
べ

き
も
の
、
、
、
古
く
其
の
例
を
求
め
て
藤
原
時
代
を
得
、
近
く

僑
を
探
り
て
江
戸
時
代
を
得
○
然
れ
ご
も
是
等
二
時
代
の

風
俗
の
美
は
均
し
く
上
下
を
通
じ
て
こ
れ
あ
り
し
に
非
す

前
者
は
多
く
宮
廷
堂
上
諸
家
に
、
後
者
は
專
ら
町
家
花
稗

の
巷
に
存
し
た
り
、
き
○
今
藤
原
時
代
、
殊
に
藤
原
氏
の
榮

　
　
　
第
一
巻
　
　
叢
　
蹴
　
　
藤
源
時
代
の
容
儀
服
飾
に
就
て

華
を
極
め
し
一
條
天
皇
の
頃
を
中
心
こ
し
て
其
の
容
儀
服

飾
の
概
酪
を
叙
し
、
以
て
時
代
世
相
の
側
面
槻
察
を
な
さ

む
ご
す
○

　
　
　
　
隅

　
藤
原
時
代
の
容
儀
を
蓮
ぶ
る
に
當
う
て
、
先
づ
湖
る
べ

き
も
の
を
男
女
の
髪
風
こ
な
す
。
男
子
は
総
じ
て
頭
髪
か

勢
り
て
短
く
し
、
女
子
は
張
れ
を
延
ば
し
て
昔
な
が
ら
の

垂
髪
こ
な
す
。
男
子
の
結
髪
に
は
冠
を
戴
く
人
の
髭
こ
し

て
冠
下
の
影
ヴ
の
り
○
髪
を
吾
曾
に
束
ね
紫
元
結
を
憲
き
立

て
も
も
の
に
て
（
－
）
そ
の
起
原
の
早
く
冠
の
巾
子
を
生
す

る
以
前
に
あ
れ
ば
、
尋
城
嵯
峨
天
皇
の
頃
に
あ
り
○
　
（
2
V

叉
一
般
男
干
は
念
望
を
百
會
に
緊
束
し
て
後
方
に
垂
れ
し

の
み
○
（
・
・
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　
む

　
（
1
）
源
氏
物
語
桐
壷
巻
縮
矯
元
服
の
條
に
「
結
び
つ
る
心
も
探
告
元
結
に

　
　
む
む
　
む

　
　
こ
き
紫
の
色
し
あ
ぜ
す
ぼ

　
（
2
）
相
撰
圓
、
伸
大
納
言
牛
巻
い
貞
丈
二
藍
龍
王
に
後
世
の
結
法
見
ゆ
れ

　
　
ご
申
古
に
定
法
な
こ
。

　
（
3
）
茶
釜
の
形
に
三
六
れ
ば
俗
に
茶
整
書
い
ふ
。
大
江
匡
房
洛
陽
田
樂
寵

　
　
　
　
　
　
　
第
　
二
　
號
　
　
　
　
・
七
三
　
　
（
二
六
三
）


